
議
員

施
政
方
針
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
要
綱
に

基
づ
く
行
政
指
導
の
限
界
に

触
れ
、十
八
年
度
の
都
市（
ま

ち
）
づ
く
り
条
例
制
定
へ
の

取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
る
。

昨
年
十
二
月
か
ら
、
公
募
市

民
で
構
成
す
る
都
市（
ま
ち
）

づ
く
り
条
例
市
民
会
議
が
ス

タ
ー
ト
し
、
こ
の
三
月
末
に

は
条
例
骨
子
が
提
出
さ
れ
る

と
聞
く
。
ま
ず
、
市
民
会
議

の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

市
長

こ
の
市
民
会
議
は
、

公
募
に
よ
る
一
五
人
で
構
成

さ
れ
、
現
在
ま
で
五
回
開
催

し
て
い
る
。
進
捗
状
況
と
し

て
は
、
市
民
会
議
の
役
割
等

の
説
明
や
条
例
、
法
律
に
つ

い
て
の
講
話
を
経
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
の
洗
い

出
し
を
行
い
、
三
月
末
の
条

例
骨
子
の
提
案
に
向
け
て
、

具
体
的
に
内
容
を
検
討
し
て

い
る
。

議
員

施
政
方
針
で
は
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
等

を
定
め
る
と
あ
る
が
、
平
塚

ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

都
市
（
ま
ち
）
づ
く

り
条
例
は
、
地
域
住
民
が
そ

の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

計
画
を
法
に
基
づ
い
て
実
効

性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の

手
法
や
手
続
き
等
の
仕
組
み

お
よ
び
ル
ー
ル
な
ど
を
定
め

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
平
塚
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
と
は
、
市
民
発
意
の
ま
ち

づ
く
り
の
仕
組
み
等
を
定
め
、

開
発
事
業
を
適
正
に
誘
導
し
、

市
民
、
事
業
者
、
市
が
協
働

で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

議
員

こ
の
条
例
に
お
い
て
、

地
区
計
画
の
位
置
づ
け
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
聞
き
た

い
。

市
長

地
区
計
画
は
地
域
の

方
々
が
自
分
た
ち
で
策
定
し
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
都
市

計
画
審
議
会
に
諮
ら
れ
て
い

く
。
都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り

条
例
は
全
般
的
な
ま
ち
の
ル

ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
な
地
区
計
画
に
関
係

す
る
こ
と
は
規
定
し
な
い
。

議
員

都
市
（
ま
ち
）
づ
く

り
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り

組
み
状
況
は
、
自
治
基
本
条

例
の
制
定
に
係
る
市
民
委
員

会
の
進
行
に
比
べ
て
急
い
で

い
る
よ
う
に
思
う
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

市
長

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な

ど
開
発
事
業
に
伴
う
課
題
に

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
ル
ー
ル
や
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
定

め
る
都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り

条
例
を
で
き
る
限
り
早
く
制

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
市
民
会
議
の
委
員

に
は
大
変
な
負
担
を
か
け
て

い
る
の
で
、
状
況
に
よ
っ
て

は
条
例
骨
子
の
提
案
時
期
の

延
期
も
考
慮
し
た
い
。

議
員

馬
入
堤
内
地
整
備
事

業
の
基
本
構
想
段
階
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
場
、
ア
リ
ー
ナ
、

広
場
や
囲
碁
記
念
館
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
整
備
し
、
総

事
業
費
五
五
億
円
を
想
定
し

て
い
た
。
記
念
館
や
レ
ス
ト

ラ
ン
は
実
現
し
て
い
な
い
が
、

現
在
ま
で
の
総
事
業
費
と
財

源
内
訳
を
聞
き
た
い
。

総
合
公
園
・
馬
入
ふ
れ
あ
い

公
園
担
当
部
長
（
以
下
、
公

園
担
当
部
長
）

総
事
業
費

は
、
工
事
請
負
費
と
委
託
料

を
合
わ
せ
約
五
四
億
四
〇
〇

〇
万
円
で
あ
る
。
財
源
内
訳

は
、
国
県
等
補
助
金
が
約
一

〇
億
七
〇
〇
〇
万
円
で
約
二

〇
％
、
起
債
額
が
約
三
五
億

六
〇
〇
〇
万
円
で
約
六
五
％
、

自
主
財
源
が
八
億
一
〇
〇
〇

万
円
で
約
十
五
％
で
あ
る
。

議
員

十
七
年
度
予
算
で
は
、

馬
入
サ
ッ
カ
ー
場
の
天
然
芝

を
人
工
芝
に
張
り
替
え
、
長

瀞
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
天
然
芝
の

サ
ッ
カ
ー
場
を
整
備
す
る
た

め
に
三
億
円
余
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
、
二
億
円

余
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か

ら
の
助
成
金
を
充
て
る
予
定

だ
が
、
馬
入
サ
ッ
カ
ー
場
整

備
後
わ
ず
か
三
年
で
、
な
ぜ

人
工
芝
に
替
え
る
の
か
。

公
園
担
当
部
長

現
在
の
馬

入
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
芝
の
良

好
な
状
態
を
維
持
す
る
た
め
、

一
定
時
期
に
利
用
制
限
を
設

け
る
の
で
稼
働
日
数
が
限
定

さ
れ
る
。
多
く
の
サ
ッ
カ
ー

場
利
用
に
対
応
す
る
た
め
、

堤
外
地
の
天
然
芝
ピ
ッ
チ
増

設
に
伴
い
、
通
年
利
用
が
可

能
な
よ
う
に
堤
内
地
の
サ
ッ

カ
ー
場
の
人
工
芝
化
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
助
成
金
の
交

付
条
件
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
多
く
の

市
民
が
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
躍

動
や
興
奮
に
直
接
触
れ
る
機

会
が
生
ま
れ
る
と
同
時
に
、

サ
ッ
カ
ー
を
核
と
し
た
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
専

用
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
こ
と

を
危
惧
す
る
声
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

公
園
担
当
部
長

仮
称
サ
ッ

カ
ー
場
施
設
利
用
調
整
協
議

会
を
設
置
し
、
施
設
利
用
調

整
の
適
正
、
公
平
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
・
１５
議
会
運
営
委
員
会

２
・
２２
定
例
市
議
会
初
日

〃

議
会
運
営
委
員
会

３
・
３
定
例
市
議
会
二
日
目

３
・
４
定
例
市
議
会
三
日
目

３
・
７
定
例
市
議
会
四
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

３
・
８
定
例
市
議
会
五
日
目

３
・
９
総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

３
・
１１
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
・
１４
教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
・
１５
議
会
運
営
委
員
会

３
・
１６
総
務
経
済
常
任
委
員
会

３
・
２２
議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

３
・
３０
議
会
報
編
集
委
員
会

４
・
１８
議
会
報
編
集
委
員
会

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
構
想

は
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま

た
交
流
連
携
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
る
。
基
本
計
画
や
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
、
現
在
は
都

市
計
画
決
定
に
向
け
た
取
り

組
み
の
段
階
で
あ
る
が
、
十

六
年
度
に
実
施
し
た
事
業
内

容
や
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

助
役

現
在
、
県
、
寒
川
町

と
本
市
で
協
議
・
検
討
し
、

都
市
計
画
決
定
に
向
け
予
定

区
域
の
事
業
調
査
委
託
を
実

施
し
て
い
る
。
十
六
年
度
は

現
況
測
量
、
土
地
調
査
、
環

境
影
響
評
価
実
施
計
画
書
の

作
成
お
よ
び
地
質
・
土
質
調

査
等
を
行
っ
て
い
る
。な
お
、

平
成
十
四
年
十
二
月
に
地
元

に
設
置
さ
れ
た
ツ
イ
ン
シ
テ

ィ
（
大
神
地
区
）
ま
ち
づ
く

り
検
討
委
員
会
で
は
、
十
五

年
度
に
は
地
域
住
民
ま
と
め

案
を
作
成
し
、
今
年
度
は
土

地
利
用
計
画
素
案
の
作
成
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員

地
域
住
民
ま
と
め
案

で
は
計
画
区
域
内
に
小
学
校
、

病
院
、
郵
便
局
等
の
公
共
公

益
施
設
を
配
置
す
る
エ
リ
ア

が
示
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

現
在
、
田
村
地
区
に
位
置
す

る
相
模
小
学
校
で
は
通
学
に

一
時
間
近
く
を
要
す
る
子
供

も
お
り
、
安
全
面
等
か
ら
大

神
地
区
へ
の
移
転
の
要
望
が

あ
る
。
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備

に
お
い
て
、
小
学
校
移
転
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

助
役

小
学
校
の
移
転
が
、

地
域
の
願
い
で
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
の
予
定
区
域
を
含
め
、

候
補
地
が
選
定
さ
れ
、
ふ
さ

わ
し
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

将
来
、
移
転
す
る
こ
と
は
可

能
と
考
え
て
い
る
。
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
整
備
と
の
関
連
も
含

め
て
、
大
神
地
区
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
、
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

取
り
組
み
急
ぐ
理
由
は

議
員

現
在
、
海
岸
地
区
に

お
け
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
地

元
で
は
計
画
変
更
を
求
め
る

住
民
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
開
発
事
業
指
導
要
綱
等

に
基
づ
く
事
業
者
へ
の
指
導

の
中
で
、
市
は
建
物
の
高
さ

を
計
画
の
約
五
〇
�
に
対
し

て
二
〇
�
余
を
提
示
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で

こ
の
高
さ
を
設
定
し
た
の
か
。

都
市
政
策
部
長

指
摘
の
地

区
は
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
都
市

景
観
づ
く
り
要
綱
に
基
づ
き

「
海
へ
の
シ
ン
ボ
ル
軸
」
に

指
定
し
て
お
り
、
松
並
木
と

調
和
す
る
ま
ち
な
み
の
形
成

を
図
る
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

開
発
事
業
指
導
協
議
会
に
お

い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
基
準
値
を
協

議
し
、
二
〇
〜
二
五
�
と
い

わ
れ
る
ク
ロ
マ
ツ
の
樹
高
等

を
勘
案
し
て
、
こ
の
高
さ
と

し
た
。

議
員

今
後
も
同
様
の
問
題

が
発
生
す
る
と
思
う
。
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

都
市
政
策
部
長

要
綱
に
よ

る
指
導
等
に
は
限
界
が
あ
り
、

事
業
者
の
理
解
と
協
力
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い

も
の
で
あ
る
。
今
後
、
建
築

計
画
や
土
地
利
用
計
画
等
の

規
制
に
は
、
法
に
基
づ
い
た

制
度
の
導
入
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
現
行
の
規
制
等
に

は
土
地
等
の
権
利
者
の
合
意
、

地
域
の
方
な
ど
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

課
題
が
あ
り
、
こ
の
課
題
に

対
す
る
方
策
を
法
や
条
例
も

含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員

十
七
年
度
予
算
で
は
、

新
文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
木

谷
記
念
館
の
整
備
基
本
構
想

策
定
等
に
係
る
委
託
料
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
基
本
構
想
策
定
に
至
る
経

緯
を
聞
き
た
い
。

助
役
・
市
民
部
長
・
文
化
行

政
推
進
室
長

現
市
民
セ
ン

タ
ー
は
老
朽
化
が
著
し
く
、

設
備
的
に
も
不
十
分
な
状
況

と
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
新

文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
べ
き

姿
を
基
本
構
想
と
し
て
策
定

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

木
谷
記
念
館
に
つ
い
て
は
整

備
に
時
間
を
要
す
る
の
で
、

資
料
の
散
逸
な
ど
を
危
惧
し
、

本
年
一
月
に
市
民
セ
ン
タ
ー

内
に
星
の
プ
ラ
ザ
を
設
置
し

た
が
、
施
設
規
模
等
を
検
討

す
る
た
め
に
基
本
構
想
を
策

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

見
附
台
周
辺
地
区
の

土
地
利
用
方
法
に
つ
い
て
市

民
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
が
、

資
料
に
は
五
年
後
に
整
備
実

施
と
あ
る
。
一
方
、
市
長
は

先
般
の
答
弁
で
新
市
庁
舎
の

整
備
は
一
〇
年
を
目
途
に
と

発
言
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
見
附
台
周
辺
地
区
へ
の

市
庁
舎
の
移
転
の
可
能
性
は

な
く
、
二
施
設
を
建
設
す
る

と
い
う
前
提
で
進
め
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長

新
文
化
セ
ン
タ
ー
と

木
谷
記
念
館
の
建
設
場
所
を

決
め
た
も
の
で
は
な
い
。
見

附
台
周
辺
地
区
の
再
整
備
で

は
内
容
の
決
定
後
、
可
能
な

施
設
か
ら
順
次
着
手
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
新

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

庁
内
の
委
員
会
で
検
討
し
て

お
り
、
建
設
場
所
に
つ
い
て

の
検
討
は
三
月
以
降
の
予
定

で
あ
る
。
近
い
将
来
、
候
補

地
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
る
が
、
そ
の
前
に

検
討
委
員
会
の
結
論
を
十
分

に
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議

会日

誌

ま

ち

都都
市市
づづ
くく
りり
条条
例例
制制
定定
にに
向向
けけ

公公
募募
のの
市市
民民
会会
議議
がが
骨骨
子子
をを
検検
討討

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅のののののののののののののののののののののののののののののののののの建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
要要綱綱にによよるる指指導導続続くく

（�）平成��年（２００５年）�月��日

閑静で緑豊かな街並み

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
の
サ
ッ
カ
ー
場

人
工
芝
に
張
り
替
え
通
年
利
用

ひらつか議会だより

新
文
化
セ
ン
タ
ー
・
木
谷
記
念
館

整
備
基
本
構
想
を
尋
ね
る

馬入ふれあい公園

ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想
区域内の施設配置で
相模小学校移転の考え問う
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